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1
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　倍 足類 の 後 胚 発生 に つ い て は 欧米で は 早 くか ら手

が つ けられ，す で に 多 くの 興味 あ る研究成果が み ら

れ る 。
こ れ に 対 し て 我 が 国で の こ の 方面 の 研究 は 最

近 に な っ て 漸 く注 目 され 始 め た 状 態で あ っ て ，わ

ず か に 蒲 生 （且948），篠原 （1956，
1957＞ 及 び 三 好

（1951） の 報 告 が あ る icすぎず ， そ れ らは い ずれ も

生活史 の 部分的 な 観察 に と ど ま っ て い る。又 三 好

（1959） の 「日本の 倍足 類亅 の 中で は ， 生態 ， 発生

lCつ い て の 概略が 紹 介 され て fO’　1），こ れ は 将来我 が

国 に お け る こ の 方面 の 研究 IC大 い に 参考 ：C な ろ う。

　 ヤ ケ ヤ ス デ Oxidus 　 gracilis （Koch ） は 日本 の

み な らず世界的 に 広 く分布す る と い わ れ る 普通種

で ，そ の 属名に つ い て は い ろい ろ な問題が ある が ，

著者は 三 好 （1959） に した が っ て Oaridttsを用 い

た 。

　本種 の 後胚発生 は す で に Cook （1911），McDaniel

（1931） 及 び Causey （1943）に ょ っ て 明 ら か に さ れ

て い る 。 日 本産 の ヤ ケ ヤ ス デ もそ れ ら と原則的 に は

一
致 し て い るが，発育史 に つ い て 少し異 な る と こ ろ

を み た の で こ こ に 報告 す る。

　 L　棲 息 場 所

　著者 の 住 む 新 居 浜市郊 外で は 特 に 畑或 は 住宅内 の

庭の 隅 に 堆積 され る枯菓 や 落葉或は 塵芥 が 半腐熟 し

て い る よ うな所 に は 多 くの 幼生，成 体が集 り，生 殖

時期 と もな れ ば 雌 雄相重 っ た 姿 （図 ，3） の 成体 が

群集 し，日 中で もそ の 姿 で 地面 を這 っ て い る 。

　2．　繁 　　　殖

　 ヤ ケ ヤ ス デ の 繁 殖 に つ い て は Causey （1943） が

ア メ リカ で は 5 月
一6 月 と 9 月　− 4 月 の 間で あ る

と報告 し，こ れ に 寿し て 三 好 （1959） は 松山 市外 で

は ，5− 6 月 は 幼 虫 で 8 月中
一

下旬 か ら 9 月上 旬

に か け て 成熟 し交尾す る と述べ て い る 。 又同じ ヤ ケ

1． 本研究は 文部省科学研究助成金 に よ っ て 行 っ

　た 。 記 し て 深謝す る
。
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ヤ ス デ 科 の ア カ ヤ ス デ 属 Nedyops は 3 月
一5 月

に 交尾す る （篠原 1957）。 著者 の 観 察で は 本種 は 1

年 2 回 の 顕著 な繁殖 期 を もっ て い る 。 すな わ ち，越

冬す る個 体 に は 成熟体 と 第 7，第 6 及び第 5 令幼

虫が 目立 っ て 多 く， そ の 中成熟 体 は 4 月上 旬頃 よ

り 5 月下 旬頃に か けて 交尾産卵 を な し ， その 後 は

遂次死 ん で ゆ き，6 月一L旬 か ら中旬 に は 全 く姿 を 消

し て し まい ，や が て 小 さ い 幼生が現わ れ る 。

一方第

7− 5 令幼 虫 で越年 し た 個 体は 6 月
一7 月 に か けて

成 熟 し，乾 燥 を さ け て 地 表浅 くもぐる か 或 は 湿気 を

求 め て 適 当な場所 に 陰邏 して い る が，8 月 下旬頃 か

ら 10 月初旬頃の 間 に か け て 再び前回 の 場合 と 同様

な状態で 群集 し ， 交尾 ， 産卵 の 後 10 月中旬頃 に は

死 に 絶え る 。 そ うし て 又 前 回 の もの とは 別な小 さい

幼生が 現わ れ る の で あ る 。 すな わ ち ヤ ケ ヤ ス デ に は

5 月頃 と 9 月頃 を中心 に し て 異な っ た繁殖期を も っ

て い る 二 つ の 系統が あ る ら し い
。 繁殖 期に み られ る

雌雄相重 な る 姿 （図，3） は 求愛 行為 とみ られ （三

好，
1959）， 便体 に よ っ て は その 行為 が 1 ケ 月 に 及

ぶ もの もあ る 。 そ の 後雌雄 は 前体部 を抱 き 合 っ て 交

尾を行な う （図，4）。 交尾終了後 の 両性 は 離 れ て ，

雌 は 地表 下 （1− 3cm ）の 簡単 な 腟所 に 1 か た ま り

の 卵 を産 下 す る 。

　交尾，産 夐E後 の 成体 は 背板の 光沢 を 失 い や が て 死

ん で ゆ くが ，そ の 間 の 生存期間 は お よそ 2 週 間 以 内

で あ る 。 普通 雄の 方が い くらか 早 く死 ぬ 。

　 1 雌 が産下す る 邸 数 は Causey （1943） に ょ れ ば

17− 300 個 （6 卵塊 の 調査） と 言 わ れ て い る 。 著者

は 野外 で 104 卵塊 を得 て そ れ らの 卵数 を調 べ た 。

結果を第 1 表 に 示 す。

　 こ の 表 が 示す よ うに ， ヤ ケ ヤ ス デ の 産下す る邸数

は ，
150− 350 個 の もの が 最 も多 く，最高 764 個 ，

最低 丑8 個 で あ っ て ，個 体 差 が 大 きい
。

1 個 の 卵 は

経 約 0．3mm の 球 体 で ， ク リーム 色 ， 表 面 は 粘液
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第 1 表 　野 外 で 得 た ヤ ケ ヤ ス デの 卵

　塊 み に られ る卵数 の 変異

卵 数 i 卵 　塊 　数

　 1− 4950
− 99

100− 149

150− 199

200− 249

2SO− 299

300− 349

350− 399

40G− 449

450− 499

500− 549

550− 599

600 − 649

650 − 800

68B181517B7721002

で し め り， そ れ に よ っ て 互 に くっ つ き合 っ て 1 つ の

塊 りをつ くる。
監 卵塊 の 大 き さ は 3− 5mm

， 不規則

な 塊状で あ る （図，5）。卵は特別 な卵 の うに よっ て

保 護さ れ た り或 は 抱卵 され る こ とが な く， 放置さ れ

た ま ま で お よ そ 1− 2 週 間 で 孵 化す る e

　 3． 後 胚 発 生

　倍足類 の 生長は すべ て ，改形的で あ っ て 脱皮毎 に

体節 と歩肢数を増加して ゆ く。 ヤ ケ ヤ ス デ は孵化後

7 回 の 脱皮 を経 て 成熟 し ， 第 1 図及 び 第 2 表 に示

す 8 つ の 生長段階を もっ て い る 。

　第 1 期幼 虫は 購化 し た ま ま 歩行す る こ とな く，体

を 腹側 に丸 く曲げ て静止 して い る （図，2− A
，
7）。

体は半透明で 7 個の 体節 と 3対 の 歩肢 及び 3 対の

芽状肢 を もつ
。 こ の 期 の 幼 虫 は わ ず か 1 日で 脱 皮

して 次の 第 2 期幼虫 に か わ り， 9 個 の 体節 と 6 対

の 歩肢 を もつ
。 そ の 後 は 遂次脱 皮 し て そ の 都度第 1

図の 順 に 改形す る 。 同 じ オ ビ ヤ ス デ 目の 中の モ トオ

ビヤ ス デ PotPtdesmttsは 第 3期幼 虫 か らす で K 雌

雄 に よ っ て 歩肢数が異な る （LatzcL　 1884，
　 Atterns

1926） よ うで ある が ， ヤ ケ ヤ ス デ の 第 3 期幼虫は

雌 雄iの 区別 が な く，歩 肢 は 11 対 で あ る 。 両性の 区

別 は第 4 期幼虫か ら始 まる。 第 4 期幼 虫の 雎 は 第

7 胴節 K2 対の 歩肢 を もつ の に対し て ，雄 は その

前対肢 が は なは だ 小 さ く （約 17μ）互 に 離 れ た 2 個

の 粒状の 生殖肢 原基 に 変る 。 こ の 生殖 肢原基 は わ ず

か な が ら も発達 し つ つ 第 7 期幼虫 で は 第 2 図 ，
G

− D の よ 5な カ プ セ ル 状 （0．2− O．3mm ）に な り，

そ れ が次の脱皮 で 成体に 変 っ た と きに は 完全な生殖

肢 と な っ て い る の で あ る。こ の よ う に 生殖 肢 は ，第

3期幼 虫 で は第 8対 の 歩肢 で あ っ た もの が，次 の 脱

皮 で 突然 に 姿 を消 し て お り，更 に 又 幼 虫最後の 脱皮

で は そ れ ま で とは 全 く違 っ た 形態 と 機能 を示す もの
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　　　　　　　　　　第 1 図　ヤ ケ ヤ ス デの 雄 の 改形段階

c ＝ 頸板，g コ 生殖 肢 ，　A 昌 肛門節 ，　 o ＝＝臭孔 ， ■＝ 歩肢 ， 口＝ ・芽状肢 ，　 v ＝ 生殖肢芽
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第 2 表 ヤ ケ ヤ ス デ ，
Oxidus 　gracilis

　 の 改形段階

段 制 聯 数 1歩 肢 嫐 1帳 （嘲

第 ！期幼 虫　　 7

第 2 期幼 虫　　 9

第 3 期幼 虫　　 12

第 4 期幼虫　　 15

第 5 期幼虫　　 17

第 6期幼虫　　 18

蔑
7 期

舗 1：

　 　 　 3

　 　 6

（♂）
11

（♀）
16　　　 17
22　　　 23

26　　　 27

28　 　　29

30　 　　 31

0．9− LO

1．2− 1．3

1．8− 1．9

2．7− 3．1

4．O− 5．1

6．8− 7．5

8．5− Il．5

18．0− 22．0

に な っ て 現わ れ る とい う突然的な変化 に よ っ て 完成

され る 。

　単顎 上 目 Celobognatha の ヒ ラ タ ヤ ス デ Baxitl−

e207iittm 　nodttlesum 　VERHOEFF で は 歩肢が 脱皮毎

に 漸進的 に 生殖叢iこ 変っ て ゆ く こ と を 観察 し て い

る。両者 を 上ヒ較 し て は な は だ興味深い 現象で ある。

Miley （1927）は Furyttru5　eryth 　ron ｝
，g　us （BRANDT ）

に お い て ヤ ケ ヤ ス デ と同 じ よ 5な生殖 肢 の 発育を生

長段階に し た が っ て ，5 つ の 段階に区別し ， そ れ が

漸 進的 な発育をする と し て い る 。 著者 は 彼 の 示 す最

初 と最終の 変化 の 現象 を重要視する もの で あ っ て ，
ヒ ラ タ ヤ ス デ の 生殖 肢 の 変化 に くら べ る と，こ れ は

突然的 な変化 とい え よ う。

　4． 発　育　史

　ヤ ケ ヤ ス デ の 1 世代 の 期間は 満 1 年で あ る 。 前

に も述 ぺ た ご とく著者 の 住む地域で は産卵時期 を異

に す る二 つ の 系統の もの が 混棲 し て い る 。

　春季産卵 の 系統 ： 成体 で越 冬し た個体群は 4 月上

旬 か ら 5 月下旬頃 に か けて 交尾 ・産卵す る 。 産下 さ

れ た 卵 は 4 月下旬 頃 か ら 5 月下 旬或は 6 月上旬

に か け て 孵 化 し ， やが て 新 しい 幼虫が現わ れ ，
7 月

下旬頃 に は 第 5 期幼 虫 に ，
9 月初旬頃 に は 第 7 期

幼 虫 にすす み ，
10 月下旬頃 よ り地表下 に もぐっ て

脱皮 し ，
11 月 に な れ ば新 しい 成体 に な っ て 越冬 休

眠 ， 翌春生殖 を終え て 死ん で ゆ く。

　秋季産卵 の 系統 ： 8 月下 旬
一IO 月 上 旬 に 産下 さ

れ た卵 か らは 9 月上 旬一IO 月 中 ・下旬 に か け て 新

し い 幼 虫が鍵化 し ， そ れ らは 第 5 − 7 期幼 虫で 越冬

　　　　　　　第 2 図 　ヤ ケ ヤ ス デ （Cxidus　gracilis　KOCH ）

A ，第 1 期幼 yl 。 B， 第 4 期 幼 虫 の 生 殖 肢 芽，腹面 。　G
， 同 ， 第 7 期幼虫 。

D
， 同 ， 後面。gb，生 殖 肢 芽 。

　 lb
， 芽 状 肢 。
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第 3 表 棲息地 にお け る ヤ ケ ヤ ス デ の 2 系統 の 模式的 生 長経 過

　　　 ○＝成虫の 時期 ， ●＝生殖時期 ， 十 ＝幼虫の 時期

年 月

春　季 　産　卵

の 　系　統

秋　季　産　卵

の 　系　統

　　　　 1　　 年　　 目
1234567B910 且112

　　　　 2　　 年　　 目
123456789101112

　　　　 十 十 十 十 十 十 十 〇 〇

〇 〇 〇 ● ●

OOO ● ●

　　　　 十 十 十 十 十 十 十 〇 〇

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十 　十　十　十

十 十 十 十 十 〇 〇 〇 ● ●

十 十 十 十 十 〇 〇 〇 ● ●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十　十　十 　十

し，翌年は 次 の よ うな経過 を経 て 成体 rcな る 。

　 1・　第 7期幼 虫 → 成体 （6 月上旬頃）

　2． 第 6期幼 虫→ 第 7期幼虫 （5 月中旬）→ 成体

　　（7 月上 ・中旬）

　3． 第 5 期幼虫→ 第6 期幼虫 （S 月中 ・下旬頃）

　　 → 第 7 期幼虫 （5 月 下 旬 頃）→ 成 体 （7 月 下 旬

　　頃 ）

こ れ ら は い ず れ も夏 の 不 活動期 を すぎて ，8 月下旬

頃か ら 10 月 上旬 の 間 に 生 殖 を終 え て 1世代 を 閉じ

る 。

　両系統 の 発育 経 過 を表 に 示 す と第 3 表 の よ うに な

る 。 1 年 を通じて 成体 と幼虫 とが み られ るの は 繁殖

時期 を異 に す る 二 つ の 系統が あ る た め で あ るが，更

に 生長段階の 異 な っ た 幼虫が み られ るの は
， 生殖時

期の 個 体差 に原因す る とい え よ う。 すなわち 両系統

共 に 生殖期間が 前記 し た よ うrcニ ケ 月 に 及 び，そ の

最初 の 時 malC産下 さ れ た もの と終 り頃 に 産下 さ れ る

もの とで は そ こ に 当然生長差が 生 じ るわ けで あ る 。

例 え ば秋季産卵系統の 場合，B 月下旬 rc産下 さ れ た

個体群 は 10 月上 旬 に 産 下 され た もの が孵化す る 頃

に は す で に 第 4− 5 期幼 虫 に 達 し て い るの で あ る。

こ の 生長段階 の 差は そ の 後 い くらか 縮ま っ て は ゆ く

が ， 結局 こ れ が越冬す る幼虫の 生長差に な り，延 い

て は 生殖時期 の 個 体差 と もな るの で あ る 。

　 以 上 の よ うに 本種 の 発育史 は 二 つ の 系統 の 世代 の

循環の 上 に 個体差が重なり， 更 に 生活環境 の 影響 を

受 け て
一

見不規 則 な状 態 を 示 し て い る と 考 え ら れ

る 。 温室 に お い て は ほ ぼ 1 年 を通 じ て 生殖が可能 で

あ る ら し く （Gausey，
1943），本種 の 生 活 史 は 分 布 す

る 地域 で そ れ ぞ れ 周囲 の 環 境 に 適 応 し た もの で あ ろ

うと想像 され る o なお 三 好 （1959） に よ る生活史 の

一
端は 著者 の 調査 し た 秋季産卵 の 系統 に

一
致 して い

る よ うで ある 。

　終 りに 絶 えず御指導と御援助をい ただ い て い る 故

高島春雄博士 ， 三 好保徳博士ならび に 栗 田 正秀博士

に 深 く謝意を表する。 写真撮影に は 石丸倩男氏 の 手

を わず らわ し た。併 せ て 感謝 す る 。
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ABSTRACT ．　 MURAKAM1
，
　Y ．（Oshima 　 mid ．

d星eSchoo 且，　Niihama ，　Ehime ）POSTEIv （BRYONIC

DEVELOPMENT 　 OF 　 THE 　 GOMMON 　MYRIA ・

PODA 　OF 　JAPAN　 x 　uFE 　 HISTORY 　 OF
OXIDUS 　α 〜ACILIS （KOCH ）（DIPLOPODA ，

STRONGYLOSOMIDAE ）．　 The 　 life　 history　 of

OxidttS　 graciEs 　 was 　observed 　 at 　Niihama
district（Ehimc 　 Prefecture

，
　 Japan）　during 　thc

year　 1959　and 　I961．　The 　results 　were 　as 　fol蓋olvs ：

L 　 Th じ　ani 皿 als 　pass　 th 「 eugh 　scvcn 　la「 va 夏

stadia 　and 　sexual 　 maturity 　occurs 　in　the　e 三ghth

stadium ．　Sex　d孟Hferentiation　takes 　place　in　the

larvac　 of 　 thc 　 fourth　 stadium ．　 Ma ！e　 animals

deve【op 　 a　 pair　 of　 very 　 minute 　 gonopod −bud
apPears 　at　 the 　 position　 where 　the 　 eighth 　legs

had 　grown 　 in　 thc 　 f（）rmcr 　 stadia ．　 Thc 　 gonopod −

bud 　 scarcely 　grows 　dur三ng 　the 　stadia 　from 　the

fifth　 to 　 the 　seven こh．　 However
，
　it　changes 　abrup −

tly　to　a 　pair　of 　cornplete 　gonopods 　 at　the 　eEghth

s，adium ． 2．　 The 　 animals 　 may 　be　 divided　 into

two 　strains 　a   ording 　to　their 　breeding　 season ．
a ）　 Strain　breeding 　in　 Spring ： The 　 adu 呈ts

begin　to　crawl 　out 　of 　hibernation　in　early 　spring ，
and 　 lay　 eggs 　 from　 April 　 tD　May ．　 The 　 larvae

of 　this 　strain 　become 　adu 阯 at　t｝且e　cnd 　of 　Novem ．

ber 　 and 　 then 　hibernatc ．　 b）Stra董n 　breeding 　in

Autumn ： The 　 a 皿 imals　hibernate 　at 　various 　larval
stadia 　as　the　丘fth，　the 　sixth 　or 　the　seventh ，

and 　become 　 mature 　 in　the 　 early 　 summer 　 of

thc 　 next 　 ycar ，
　 and 　 lay　 eggS 　 in　 autumn ．

　　　　　　　　　（Received　January　9，　1962）
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雌 の 上 に 重な る雄 。 求愛 行為 とみ られ ，
こ の 姿勢で 幾口 も歩き回 っ

て い る 。

交尾 。 上 雄，下雌 。

卵 塊 。 地 表 下 に 産下 され る。

脱皮 し た新 し い 成体 。

第 1期幼虫 。

大 き さ の 比 較 。左 か ら成体，第 7 期幼 虫，第 6 期幼虫及 び 第 5 期幼 虫の 順 。
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